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受
じゅけんせい

験生の1年
ねんかん

間Schedule1

目
もくひょう
標 チェックリスト 4月

がつ
5月
がつ

6月
がつ

7月
がつ

8月
がつ

9月
がつ

10月
がつ

11月
がつ

12月
がつ

2024年
ねん

1月
がつ

2月
がつ

3月
がつ

進
しんがくさき
学先の情

じょうほう
報を集

あつ
めよう！

□学
まな
びたい分

ぶ ん や
野をさがす・決

き
める

□学
がっこう
校のホームページを見

み
る

□説
せつめいかい
明会に参

さ ん か
加する

□学
がっこうあんない
校案内をもらう

□オープンキャンパスに参
さ ん か
加する

日
にほんりゅうがくしけん
本留学試験（EJU）を
受
じゅけん
験しよう！

□出
しゅつがん
願する（2～3月

がつ
／7月

がつ
）

□受
じゅけん
験する（6月

がつ
／11月

がつ
）

日
にほんごのうりょくしけん
本語能力試験（JLPT）を
受
じゅけん
験しよう！

□出
しゅつがん
願する（3〜4月

がつ
／8〜9月

がつ
）

□受
じゅけん
験する（7月

がつ
／12月

がつ
）

出
しゅつがんじゅんび
願準備を始

はじ
めよう！

□願
がんしょ
書をもらう

□必
ひつよう
要な書

しょるい
類をそろえる

志
しぼうこう
望校に出

しゅつがん
願をして、

受
じゅけん
験しよう！

□専
せんもんがっこう
門学校

□短
たんきだいがく
期大学

□私
しりつだいがく
立大学

□国
こっこう
公立

りつ
大
だいがく
学

専
せんもんがっこう
門学校　出

しゅつがん
願〜受

じゅけん
験

短
たんきだいがく
期大学　出

しゅつがん
願〜受

じゅけん
験

私
しりつだいがく
立大学　出

しゅつがん
願〜受

じゅけん
験

国
こっこうりつだいがく
公立大学　出

しゅつがん
願〜受

じゅけん
験

出
しゅつがんじゅんび
願準備を始

はじ
めよう

情
じょうほう
報を集

あつ
めよう！

1回
か い め
目

出
しゅつがん
願

1回
か い め
目

受
じゅけん
験

2回
か い め
目

出
しゅつがん
願

1回
か い め
目

受
じゅけん
験

2回
か い め
目

出
しゅつがん
願

2回
か い め
目

受
じゅけん
験

2回
か い め
目

受
じゅけん
験

出
しゅつがんきかん
願期間や受

じゅけんび
験日は

学
がっこう
校によって異

こと
なるよ！

しっかり確
かくにん
認しよう！

出
しゅつがんじ
願時に日

にほんごのうりょく
本語能力を

証
しょうめい
明する書

しょるい
類が必

ひつよう
要に

なることがあるよ！

受
じゅけんせい
験生の1年

ねん
がスタート！　進

しんがく
学に向

む
けて進

しんがくさき
学先の情

じょうほう
報を集

あつ
めよう！



外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

が入
にゅうがく

学できる日
に

本
ほん

の学
がっ

校
こう2

それぞれの学
がっ

校
こう

を比
ひ

較
かく

しよう3

学
がっ
校
こう
種
しゅ

3〜13 14〜 18

大
だい
学
がく
(学

がく
部
ぶ
) 短

たん
期
き
大
だい
学
がく 専

せん
門
もん
職
しょく
大
だい
学
がく
・

専
せん
門
もん
職
しょく
短
たん
期
き
大
だい
学
がく

専
せん
門
もん
学
がっ
校
こう
(専

せん
修
しゅう

学
がっ
校
こう
専
せん
門
もん
課
か
程
てい
)

大
だい
学
がく
院
いん

外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

のみなさんが日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

に入
にゅう

学
がく

できる学
がっ

校
こう

は、主
おも

に6種
しゅ

類
るい

あります。

それぞれの学
がっ

校
こう

の特
とく

徴
ちょう

に、どんな違
ちが

いがあるのか比
ひ

較
かく

してみましょう。

このうち、ここで紹
しょう

介
かい

するのは「大
だい

学
がく
（学

がく
部
ぶ

）」「短
たん

期
き

大
だい

学
がく

」「専
せん

門
もん

職
しょく

大
だい

学
がく

・専
せん

門
もん

職
しょく

短
たん

期
き

大
だい

学
がく

」「専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

 
（専

せん
修
しゅう

学
がっ

校
こう

専
せん

門
もん

課
か

程
てい

）」です。
また、「専

せん
門
もん

職
しょく

大
だい

学
がく

・専
せん

門
もん

職
しょく

短
たん

期
き

大
だい

学
がく

」は「大
だい

学
がく

・短
たん

期
き

大
だい

学
がく

」とカリキュラムが違
ちが

う部
ぶ

分
ぶん

のみ解
かい

説
せつ

します。
４月

がつ
に入

にゅう
学
がく

する学
がっ

校
こう

が多
おお

いですが、中
なか

には9月
がつ

や10月
がつ

に入
にゅう

学
がく

する「秋
あき

入
にゅう

学
がく

制
せい

度
ど

」がある学
がっ

校
こう

もあります。

学
がっ
校
こう
種
しゅ

大
だい
学
がく
（学

がく
部
ぶ
） 短

たん
期
き
大
だい
学
がく 専

せん
門
もん
職
しょく
大
だい
学
がく
/

専
せん
門
もん
職
しょく
短
たん
期
き
大
だい
学
がく

専
せん
門
もん
学
がっ
校
こう

（専
せん
修
しゅう
学
がっ
校
こう
専
せん
門
もん
課
か
程
てい
）

課
か
程
てい

一
いっ

般
ぱん

の学
がく

部
ぶ

、
4年

ねん
制
せい

の薬
やく

学
がく

部
ぶ

、
医
い

学
がく

、歯
し

学
がく

、 獣
じゅう

医
い

学
がく

の課
か

程
てい

、6年
ねん

制
せい

の薬
やく

学
がく

部
ぶ

2年
ねん

、3年
ねん

課
か

程
てい 大

だい
学
がく

に準
じゅん

ずる/
短
たん

期
き

大
だい

学
がく

に準
じゅん

ずる
専
せん

門
もん

課
か

程
てい

(専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

)

修
しゅう
業
ぎょう
年
ねん
限
げん

4〜6年
ねん

2〜3年
ねん 4年

ねん
（専

せん
門
もん

職
しょく

大
だい

学
がく

）／
2〜3年

ねん
（専

せん
門
もん

職
しょく

短
たん

期
き

大
だい

学
がく

）
4年

ねん
（高

こう
度
ど

専
せん

門
もん

士
し

）・
2～3年

ねん
（専

せん
門
もん

士
し

）

教
きょう
育
いく
目
もく
的
てき

学
がく

術
じゅつ

的
てき

な研
けん

究
きゅう

を
行
おこな

い、幅
はば

広
ひろ

い知
ち

識
しき

や能
のう

力
りょく

と視
し

野
や

を養
よう

成
せい

幅
はば

広
ひろ

い教
きょうよう

養を身
み

につけ 、職
しょくぎょう

業や
実
じっせいかつ

生活に必
ひつよう

要な
能
のうりょく

力を育
いくせい

成

実
じつ

務
む

家
か

教
きょう

員
いん

による講
こう

義
ぎ

を通
とお

し、企
き

業
ぎょう

の現
げん

場
ば

で役
やく

立
だ

つ知
ち

識
しき

・技
ぎ

術
じゅつ

について、高
こう

度
ど

な
専
せん

門
もん

性
せい

が求
もと

められる職
しょく

業
ぎょう

人
じん

を養
よう

成
せい

。

職
しょく

業
ぎょう

や実
じっせいかつ

生活に必
ひつよう

要な
能
のうりょく

力を育
いくせい

成

授
じゅ
業
ぎょう
科
か
目
もく

一
いっ

般
ぱん

教
きょう

養
よう

科
か

目
もく

、
外
がい

国
こく

語
ご

科
か

目
もく

、保
ほ

健
けん

体
たい

育
いく

科
か

目
もく

およ
び専

せん
門
もん

科
か

目
もく

一
いっ

般
ぱん

教
きょう

養
よう

科
か

目
もく

、
専
せんもんてき

門的な知
ち

識
しき

・技
ぎ

術
じゅつ

などの修
しゅうとく

得の
ための科

か
目
もく

、資
し

格
かく

取
しゅ

得
とく

支
し

援
えん

の科
か

目
もく

基
き

礎
そ

科
か

目
もく

、 職
しょく

業
ぎょう

専
せん

門
もん

科
か

目
もく

、展
てん

開
かい

科
か

目
もく

、総
そう

合
ごう

科
か

目
もく

(4年
ねん

制
せい

で40単
たん

位
い
・2年

ねん
制
せい

で20単
たん

位
い

以
い

上
じょう

の実
じっ

習
しゅう

科
か

目
もく

、うち4年
ねん

制
せい

で20単
たん

位
い
・2年

ねん
制
せい

で10単
たん

位
い

以
い

上
じょう

 は企
き

業
ぎょう

等
とう

での
「臨

りん
地
ち

実
じつ

務
む

実
じっ

習
しゅう

」が必
ひっ

修
しゅう

)

専
せんもんてき

門的な知
ち

識
しき

・技
ぎ

術
じゅつ

な
どの修

しゅうとく
得のための科

か
目
もく

（実
じっしゅう

習・実
じつ

技
ぎ

の時
じ

間
かん

が多
おお

い）

単
たん
位
い 卒

そつ
業
ぎょう

単
たん

位
い

124単
たん

位
い

以
い

上
じょう

卒
そつ

業
ぎょう

単
たん

位
い

62単
たん

位
い

以
い

上
じょう

4年
ねん

制
せい

124単
たん

位
い

以
い

上
じょう

、2年
ねん

制
せい

62単
たん

位
い

以
い

上
じょう

、3年
ねん

制
せい

93単
たん

位
い

以
い

上
じょう 年

ねんかん
間800時

じ
間
かん

以
い

上
じょう

卒
そつ
業
ぎょう
後
ご
の

学
がく
位
い
・称
しょう
号
ごう 学

がく
士
し
〔学

がく
位
い

〕
短
たん

期
き

大
だい

学
がく

士
し

〔学
がく

位
い

〕
学
がく

士
し

(専
せん

門
もん

職
しょく

)〔学
がく

位
い

〕/
短
たん

期
き

大
だい

学
がく

士
し

(専
せん

門
もん

職
しょく

)〔学
がく

位
い

〕

専
せん

門
もん

士
し
（2年

ねん
生
せい

以
い

上
じょう

で基
き

準
じゅん

あり）〔称
しょう

号
ごう

〕
高
こう

度
ど

専
せん

門
もん

士
し
（4年

ねん
制
せい

以
い

上
じょう

で基
き

準
じゅん

 あり）〔称
しょう

号
ごう

〕



日
に

本
ほん

の大
だいがく

学・短
たんきだいがく

期大学・専
せんもんがっこう

門学校に入
にゅうがく

学するには？4
入
にゅうがくしかく
学資格

入
にゅうがくしかく

学資格として、下
か き

記いずれかの条
じょうけん

件を満
み

たしている必
ひつよう

要があります。
①外

がいこく
国で、学

がっこうきょういく
校教育における12年

ねん
の課

か て い
程を修

しゅうりょう
了した人

ひと
。

②外
がいこく

国で、12年
ねん

の課
かていしゅうりょうそうとう

程修了相当の学
がくりょくにんていしけん

力認定試験に合
ごうかく

格した18歳
さい

以
い

上
じょう

 の人
ひと

。
③日

に ほ ん
本で、外

がいこく
国の高

こうとうがっこうそうとう
等学校相当として指

し て い
定された外

がいこくじんがっこう
国人学校を修

しゅうりょう
了した18歳

さい
以
い

上
じょう

 の人
ひと

。
④外

がいこく
国で11年

ねんいじょう
以上の、文

も ん ぶ か が く だ い じ ん
部科学大臣に指

し て い
定された課

か て い
程を修

しゅうりょう
了した人

ひと
。

⑤国
こくさい

際バカロレア、ドイツのアビトゥア、フランスのバカロレア資
し か く

格を保
ほ ゆ う

有するか、GCE Aレベル
試
し け ん

験について、学
がっこう

校が個
こ べ つ

別に定
さだ

める成
せいせき

績を満
み

たした、18歳
さい

以
い

上
じょう

 の人
ひと

。
⑥国

こくさいてき
際的な評

ひょうかだんたい
価団体＜WASC、CIS、ACSI＞の認

にんてい
定を受

う
けた教

きょういくしせつ
育施設に置

お
かれる12年

ねん
の課

か て い
程を

修
しゅうりょう

了した、18歳
さい

以
い

上
じょう

 の人
ひと

。
⑦高

こうとうがっこうそつぎょうていどにんていしけん
等学校卒業程度認定試験に合

ごうかく
格した18歳

さい
以
い

上
じょう

 の人
ひと

。
⑧学

がっこうきょういくほう
校教育法に定

さだ
める上

じょうきいがい
記以外の入

にゅうがくしかく
学資格のいずれかの条

じょうけん
件を満

み
たす人

ひと
。

⑨学
がっこう

校の個
こ べ つ

別の入
にゅうがくしかくしんさ

学資格審査により、高
こうとうがっこうそつぎょうしゃ

等学校卒業者と同
どうとういじょう

等以上の学
がくりょく

力があると認
みと

められた
18歳

さい
以
い

上
じょう

 の人
ひと

。

①～③について、12年
ね ん み ま ん

未満の課
か て い

程の場
ば あ い

合、かつ外
がいこく

国において、指
し て い

定された課
か て い

程を修
しゅうりょう

了していな
い場

ば あ い
合は、さらに指

し て い
定された準

じゅんびきょういくかてい
備教育課程または研

けんしゅうしせつ
修施設の課

か て い
程などを修

しゅうりょう
了することが必

ひつよう
要と

なる場
ば あ い

合があります。

出
しゅつがんしょるい
願書類

□入
にゅうがくがんしょ

学願書（学
がっこうしょてい

校所定のもの）
□高

こうとうがっこう
等学校の卒

そ つ
業
ぎょう
（見

み
込
こ み

）証
しょう

明
め い

書
し ょ

□高
こうとうがっこう

等学校の成
せいせきしょうめいしょ

績証明書
□出

しゅっしんこうとうがっこう
身高等学校の校

こうちょう
長または教

きょういん
員の推

すいせんじょう
薦状

□日
にほんごのうりょく

本語能力または英
えいごのうりょくしょうめいしょ

語能力証明書（海
かいがいざいじゅう

外在住の場
ば あ い

合）
□その他

ほか

学
がっこう

校によって提
ていしゅつしょるい

出書類は異
こと

なり、また日
に

本
ほん

語
ご

か英
えい

語
ご

の翻
ほん

訳
やく

を求
もと

められる場
ば

合
あい

があるので、詳
くわ

しく
は志

し ぼ う こ う
望校に直

ちょく
接
せつ

問
とい

合
あ

わせましょう。

入
にゅうがくしけん
学試験

書
しょ

類
るい

審
しん

査
さ

、学
がく

力
りょく

審
しん

査
さ

、面
めんせつ

接、 小
しょう

論
ろん

文
ぶん

、作
さくぶん

文、適
てき

性
せい

検
けん

査
さ

、日
に

本
ほん

留
りゅう

学
がく

試
し

験
けん
（EJU）、日

に
本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

（JLPT）、大
だい

学
がく

入
にゅうがく

学共
きょう

通
つう

テスト等
とう

を複
ふく

数
すう

組
く

み合
あ

わせて行
おこな

います。入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

では、いずれの分
ぶん

野
や

で
も①目

もく
的
てき

意
い

識
しき

 ② 入
にゅう

学
がく

後
ご

の授
じゅぎょう

業についていける日
に

本
ほん

語
ご

能
のうりょく

力及
およ

び学
がくりょく

力の有
う む

無 ③勉
べんきょう

強する意
い

欲
よく

を 
 中
ちゅう

心
しん

に審
しん

査
さ

されます。

引
いんよう
用：（独

どくりつ
立行

ぎょうせい
政法

ほうじん
人日

に
本
ほん

学
がくせい

生支
し

援
えん

機
き

構
こう
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人
じん

文
ぶん

科
か

学
がく

系
けい

[学
がく

問
もん

の特
とくちょう

徴]人
ひと

が生
う

み出
だ
した文

ぶん
化
か

全
ぜん

般
ぱん

を研
けんきゅう

究する分
ぶん

野
や

。哲
てつ

学
がく

・言
げん

語
ご
・文

ぶん
学
がく

・歴
れき

史
し

などを
対
たいしょう

象とし、人
にん

間
げん

の本
ほんしょう

性、人
にん

間
げん

の在
あ
り方

かた
を探

たんきゅう
求します。

文
ぶん

学
がく

・語
ご

学
がく

、哲
てつ

学
がく

・ 宗
しゅうきょう

教学
がく

、歴
れき

史
し

学
がく

、地
ち

理
り

学
がく

、文
ぶん

化
か

学
がく

、心
しん

理
り

学
がく

など

社
しゃ

会
かい

科
か

学
がく

系
けい

[学
がく

問
もん

の特
とくちょう

徴]法
ほう

律
りつ

・政
せい

治
じ
・経

けい
済
ざい

など社
しゃ

会
かい

を多
た

方
ほう

面
めん

から科
か

学
がく

的
てき

に研
けんきゅう

究する分
ぶん

野
や

です。 
さまざまな社

しゃ
会
かい

現
げんしょう

象 を 客
きゃっかん

観的
てき

に解
かい

明
めい

し、真
しん

実
じつ

を追
ついきゅう

究する学
がく

問
もん

です。

経
けい

済
ざい

学
がく

、経
けい

営
えい

学
がく

、商
しょうがく

学・会
かい

計
けい

学
がく

、法
ほう

学
がく

・政
せい

治
じ

学
がく

、社
しゃ

会
かい

学
がく

など

自
し

然
ぜん

科
か

学
がく

系
けい

[学
がく

問
もん

の特
とくちょう

徴]"自
し

然
ぜん

"を研
けんきゅう

究する分
ぶん

野
や

です。物
ぶつ

理
り
・化

か
学
がく

・生
せい

物
ぶつ

などの理
り

学
がく

を基
き

礎
そ

とし、 
その知

ち
識
しき

を工
こう

学
がく

、農
のう

学
がく

、医
いりょう

療などへ応
おう

用
よう

します。

理
り

学
がく

、工
こう

学
がく

、農
のう

学
がく

、獣
じゅうい

医畜
ちく

産
さん

学
がく

・水
すい

産
さん

学
がく

、看
かん

護
ご
・医

いりょう
療・保

ほ
健
けん

、医
い

学
がく

・歯
し

科
か
・薬

やく
学
がく

など

融
ゆう

合
ごう

分
ぶん

野
や

[学
がく

問
もん

の特
とくちょう

徴]専
せん

門
もん

知
ち

識
しき

だけでは解
かい

決
けつ

できない問
もん

題
だい

に対
たい

し、従
じゅうらい

来の学
がく

問
もん

の枠
わく

を超
ちょうえつ

越、 
融
ゆう

合
ごう

した手
しゅ

法
ほう

により研
けんきゅう

究を行
おこな

います。

教
きょういく

育学
がく

、家
か

政
せい

学
がく

、体
たい

育
いく

・健
けん

康
こう

学
がく

、芸
げいじゅつがく

術学、教
きょうようがく

養学、国
こく

際
さい

関
かん

係
けい

学
がく

、人
にん

間
げん

科
か

学
がく

、キャリア創
そう

造
ぞう

学
がく

、地
ち

域
いき

創
そう

造
ぞう

学
がく

現
げん

在
ざい

増
ふ

えてきている「リベラルアーツ」とは	
在
ざい

学
がく

前
ぜん

半
はん

は文
ぶん

系
けい

・理
り

系
けい

関
かん

係
けい

なく幅
はば

広
ひろ

い分
ぶん

野
や

の学
がく

問
もん

を学
まな

び、在
ざい

学
がく

後
こう

半
はん

はそれらの中
なか

からより深
ふか

く学
まな

びたい
分
ぶん

野
や

を選
えら

びます。	

工
こう

業
ぎょう 情

じょう
報
ほう

、IT、コンピュータ、自
じ ど う

動車
しゃ

、航
こう

空
くう

、製
せい

図
ず

、CAD、建
けん

築
ちく

・土
ど

木
ぼく

、電
でん

気
き
・電

でん
子
し

、ロボット・ 
機
き

械
かい

、測
そくりょう

量など

農
のう

業
ぎょう

農
のうぎょう

業 、園
えん

芸
げい

、バイオテクノロジー、畜
ちく

産
さん

、環
かんきょう

境、フラワービジネスなど

医
い

療
りょう 看

かん
護
ご

、理
り

学
がく

・作
さぎょう

業療
りょうほう

法、歯
し

科
か

衛
えい

生
せい

、歯
し

科
か

技
ぎ

工
こう

、 柔
じゅうどう

道整
せい

復
ふく

、はり・きゅう、臨
りんしょう

床検
けん

査
さ
・工

こう
学
がく

、 
診
しんりょう

療放
ほう

射
しゃ

線
せん

など

衛
えい

生
せい

理
り

容
よう

、美
び

容
よう

、エステ、メイク、栄
えい

養
よう

、 調
ちょう

理
り

、製
せい

菓
か
・製

せい
パンなど

教
きょう

育
いく

・社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

、社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

、医
いりょう

療福
ふく

祉
し

、精
せい

神
しん

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

、幼
よう

児
じ

教
きょういく

育 、保
ほ

育
いく

、心
しん

理
り

など

商
しょう

業
ぎょう

実
じつ

務
む

ビジネス、簿
ぼ

記
き
・経

けい
理
り

会
かい

計
けい

、観
かん

光
こう

、旅
りょ

行
こう

、ホテル、ブライダル、経
けい

営
えい

、流
りゅうつう

通など

服
ふくしょく

飾 ・家
か

政
せい

和
わ

洋
よう

裁
さい

、ファッションデザイン、ファッションビジネス、スタイリストなど

文
ぶん

化
か
・ 教

きょうよう
養

デザイン、美
びじゅつ

術、写
しゃ

真
しん

、マンガ、アニメ、声
せい

優
ゆう

、音
おん

楽
がく

、映
えい

像
ぞう

、ゲーム、eスポーツ、通
つう

訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

ガイド、外
がい

国
こく

語
ご

、スポーツ、健
けん

康
こう

、動
どう

物
ぶつ

など

大
だい

学
がく

・短
たん

期
き

大
だい

学
がく

で学
まな

べる分
ぶん

野
や5

専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

で学
まな

べる分
ぶん

野
や6



学
がく

費
ひ

の平
へい

均
きん

金
きん

額
がく7

興
きょう

味
み

がある学
がっ

校
こう

は、必
かなら

ず学
がく

費
ひ

を調
しら

べましょう。

■大
だい

学
がく

・短
たん

期
き

大
だい

学
がく

にかかる平
へい

均
きん

学
がく

費
ひ
� （単

たん
位
い
：円

えん
）

授
じゅ
業
ぎょう
料
りょう

入
にゅう
学
がく
料
りょう

施
し
設
せつ
設
せつ
備
び
費
ひ

合
ごうけい
計

国
こくりつだいがく

立大学（文部科学省令
による標準額） 535,800 282,000

－　　
817,800

公
こうりつだいがく

立大学 536,195 389,125 925,320

私
し

立
りつ

大
だいがく

学文
ぶん

科
か

系
けい

 815,069 225,651 148,272 1,188,991 

私
し

立
りつ

大
だいがく

学理
り

科
か

系
けい

 1,136,074 251,029 179,159 1,566,262 

私
し り つ た ん き だ い が く

立短期大学
入
にゅうがくねんど

学年度 723,368 237,615 166,603 1,127,586 

2年
ね ん ど

度 723,368      － 166,603 889,971 
※このほか、実

じっけんじっしゅうひ
験実習費、その他

ほか
費
ひ

用
よう

がかかる場
ば

合
あい

があります。（文
もんぶかがくしょう

部科学省「平
へい

成
せい

22年
ねん

度
ど

国
こくりつ

立大
だいがく

学の授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

、入
にゅう

学
がく

料
りょう

及
およ

び検
けんてい

定料
りょう

の調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

について」「2022
年
ねん

度
ど

学
がくせい

生納
のう

付
ふ

金
きん

調
ちょうさ

査」（公
こうりつだい

立大は昼
ちゅうかんぶ

間部の平
へいきんがく

均額。入
にゅうがくりょう

学料は地
ち

域
いき

外
がい

入
にゅうがくしゃ

学者の平
へいきんがく

均額）「令
れい

和
わ

3年
ねん

度
ど

私
し

立
りつ

大
だいがく

学等
とう

入
にゅうがくしゃ

学者に係
かか

る初
し ょ ね ん ど

年度学
がくせい

生納
のう

付
ふ

金
きん

平
へいきんがく

均額の調
ちょう

査
さ

結
け っ か

果」）

■専
せんもんがっこう

門学校にかかる平
へい

均
きん

学
がく

費
ひ

		  （単
たん

位
い
：円

えん
）

授
じゅぎょうりょう
業料 入

にゅう
学
がく
金
きん

実
じっしゅうひ
習費 設

せつ
備
び
費
ひ

その他
ほか

合
ごうけい
計

昼
ちゅうかん

間 695,000 183,000 124,000 203,000 72,000 1,276,000

（公
こうえき

益社
しゃだん

団法
ほうじん

人東
とうきょうと

京都専
せんしゅうがっこう

修学校各
かくしゅがっこう

種学校協
きょうかい

会　令
れい

和
わ

3 年
ねん

度
ど

学
がくせい

生・生
せ い と の う ふ き ん

徒納付金調
ちょうさ

査より）

学
がく

費
ひ

減
げん

免
めん

制
せい

度
ど

・奨
しょうがく

学金
きん

制
せい

度
ど

について8
各
かくがっこう

学校によっては、留
りゅうがくせい

学生向
む

けに特
とくべつ

別な学
がく

費
ひ

減
げんめん

免制
せい

度
ど

や奨
しょうがく

学金
きん

制
せい

度
ど

を設
もう

けている学
がっこう

校がありますので、
確
かくにん

認しましょう。
A学

がっ
校
こう

の例
れい

・日
に

本
ほん

語
ご

能
のうりょく

力試
し

験
けん

N2以
い

上
じょう

に合
ごう

格
かく

している学
がくせい

生は、入
にゅうがく

学金
きん

を免
めん

除
じょ

する。
・日

に
本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

での出
しゅっ

席
せき

率
りつ

が95％以
い

上
じょう

の優
ゆうしゅう

秀な留
りゅう

学
がくせい

生を対
たいしょう

象に、学
がく

費
ひ

から15万
まん

円
えん

を減
げんめん

免する。
B学

がっ
校
こう

の例
れい

・�日
に

本
ほん

語
ご

能
のうりょく

力試
し

験
けん

N2以
い

上
じょう

に合
ごうかく

格している学
がくせい

生には奨
しょうがく

学金
きん

として入
にゅうがく

学金
きん

相
そうとう

当の12万
まんえん

円を給
きゅう

付
ふ

する。
・�入
にゅうがく

学試
し

験
けん

の日
に

本
ほん

語
ご

科
か

目
もく

において成
せいせき

績が優
ゆうしゅう

秀な学
がくせい

生には、初
しょ

年
ねん

度
ど

の授
じゅぎょうりょう

業料全
ぜんがく

額または半
はんがく

額を免
めんじょ

除する。
このように、学

がく
費
ひ

減
げん

免
めん

制
せい

度
ど

や奨
しょうがく

学金
きん

制
せい

度
ど

を利
り

用
よう

するには、日
に

本
ほん

語
ご

能
のうりょく

力や日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校の出
しゅっせきりつ

席率が関
かんけい

係している場
ば

合
あい

が多
おお

くあります。日
に

本
ほん

留
りゅうがく

学試
し

験
けん
（EJU）や日

に
本
ほん

語
ご

能
のうりょく

力試
し

験
けん
（JLPT）を受

じゅけん
験するようにし、出

しゅっ
席
せき

率
りつ

は95%～100％
をキープしましょう。

■ 奨
しょうがくきん

学金について調
しら

べましょう
日
に

本
ほん

には、国
こく

費
ひ

留
りゅう

学
がく

生
せい

を対
たいしょう

象とした奨
しょうがくきん

学金と、私
し

費
ひ

留
りゅう

学
がく

生
せい

を対
たいしょう

象とした留
りゅう

学
がく

生
せい

受
うけ

入
い

れ
促
そくしん

進プログラム（※表
ひょうさんしょう

参照）の奨
しょう

学
がく

金
きん

制
せい

度
ど

があります。

留
りゅう
学
がく
生
せい
受
うけ
入
い
れ促

そくしん
進プログラム

給
きゅう
付
ふ
金
きん
額
がく

給
きゅう
付
ふ
期
き
間
かん

大学（学
が く ぶ

部） 月
げつがく

額48,000円
12か月

げつ
／6か月

げつ

（受
じゅきゅうしゃ

給者として決
けってい

定した年
ね ん ど

度の4月
がつ

から翌
よくとし

年の3月
がつ

まで、
または10月

がつ
から翌

よくとし
年3月

がつ
まで）

＜参
さん

考
こう

資
し

料
りょう

 ＞独
どくりつぎょうせいほうじんにほんがくせいしえんきこう

立行政法人日本学生支援機構「留
りゅうがくせいうけい

学生受入れ促
そくしん

進プログラム（文
もんぶかがくしょう

部科学省外
がいこくじん

国人留
りゅうがくせい

学生学
がくしゅう

習奨
しょうれいひ

励費）」

学校以外の

奨学金

がっこう  い がい

しょうがくきん



日
に

本
ほん

語
ご

能
のうりょく

力 を確
かくにん

認しましょう9
EJU（日

に
本
ほん
留
りゅう
学
がく
試
し
験
けん
）…… 実

じっ
施
し

時
じ

期
き
：年

ねん
2回

かい
／6月

がつ
と11月

がつ
に実

じっ
施
し

EJUは、日
に ほ ん

本の大
だいがく

学（学
が く ぶ

部）等
など

に入
にゅうがく

学を希
き ぼ う

望する外
がいこくじんりゅうがくせいたいしょう

国人留学生対象の試
し け ん

験です。出
しゅつがんじ

願時、日
に ほ ん ご

本語か英
え い ご

語のどちら
かの出

しゅつだいげんご
題言語を選

せんたく
択できます（ただし日

に ほ ん ご か も く
本語科目は日

に ほ ん ご
本語で出

しゅつだい
題）。

JLPT（日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力

りょく
試
し
験
けん
）…… 実

じ っ し じ き
施時期：年

ねん
2回

かい
／7月

がつ
と12月

がつ
に実

じ っ し
施

JLPTは、独
どくりつぎょうせいほうじんこくさいこうりゅうききん

立行政法人国際交流基金と公
こうえきざいだんほうじんにほんこくさいきょういくしえんきょうかい

益財団法人日本国際教育支援協会が実
じ っ し

施する日
に ほ ん

本語
ごりかいりょく

理解力を認
にんてい

定す
るための試

し け ん
験です。5つのレベルN５、N４、N３、N２、N１のうちN1が最

もっと
も難

むずか
しいです。
＜参

さんこうしりょう
考資料＞https://www.jlpt.jp/

科
か も く
目 目

もくてき
的 時

じ か ん
間 得

とくてんはんい
点範囲

日
に ほ ん ご

本語 日
に ほ ん

本の大
だいがくなど

学等での勉
べんがく

学に対
たいおう

応できる日
に

本
ほん

語
ご

力
りょく
（アカデミック･

ジャパニーズ）を測
そくてい

定する｡ 125分
ふん 読

どっかい
解　聴

ちょうかい
解・聴

ちょうどっかい
読解0～400点

てん

記
きじゅつ

述0～50点
てん

理
り か

科 日
に ほ ん

本の大
だいがくなど

学等の理
り

系
けい

学
がく

部
ぶ

での勉
べんがく

学に必
ひつよう

要な理
り か

科（物
ぶ つ り

理･化
か が く

学･
生
せいぶつ

物）の基
き

礎
そ

的
てき

な学
がくりょく

力を測
そくてい

定する｡ 80分
ぷん

0～200点
てん

総
そうごうかもく

合科目 日
に ほ ん

本の大
だいがくなど

学等での勉
べんがく

学に必
ひつよう

要な文
ぶんけい

系の基
き

礎
そ

的
てき

な学
がくりょく

力、特
とく

に
思
しこうりょく

考力、論
ろん

理
り

的
てき

能
のう

力
りょく

を測
そくてい

定する。 80分
ぷん

0～200点
てん

数
すうがく

学 日
に ほ ん

本の大
だいがくなど

学等での勉
べんがく

学に必
ひつよう

要な数
すうがく

学の基
き

礎
そ

的
てき

な学
がくりょく

力を測
そくてい

定する｡ 80分
ぷん

0～200点
てん

＜出
しゅってん

典＞独
どくりつぎょうせいほうじん

立行政法人日
に

本
ほん

学
がくせい

生支
し

援
えん

機
き

構
こう

HP「出
しゅつだいかもく

題科目（得
とくてんはんい

点範囲）等
とう

」

大
だい

学
がく

や専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

などに出
しゅつがん

願する時
とき

に、日
に

本
ほん

語
ご

能
のうりょく

力を証
しょうめい

明する書
しょ

類
るい

の提
ていしゅつ

出を求
もと

められる場
ば

合
あい

があります。
日
に

本
ほん

語
ご

能
のうりょく

力を証
しょうめい

明するための試
し

験
けん

では以
い

下
か

の2種
しゅ

類
るい

が多
おお

く利
り

用
よう

されています。

日
に
本
ほん
留
りゅう
学
がく
試
し
験
けん
EJU・日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん
JLPT以

い
外
がい
の試

し
験
けん
について

その他
ほ か

グローバル化
か

によって、大
だいがく

学では日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

だけではなく、TOEICⓇやTOEFLⓇなどの英
えいごのうりょく

語能力が 
求
もと

められるようになりました。英
え い ご

語で受
じゅけん

験が可
か の う

能な学
がく

部
ぶ

や学
がっ

科
か
・プログラムもありますので、 自

じ
分
ぶん

に
合
あ
った受

じゅけんほうほう
験方法を調

しら
べましょう。

■日
に

本
ほん

留
りゅう

学
がく

試
し

験
けん

EJU・日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

JLPT以外にも日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

 を 証
しょう

明
めい

する試
し

験
けん

があります。

試
し け ん つ き
験月 試

し け ん め い
験名 試

し け ん じ っ し き か ん
験実施機関 URL

1月
がつ

・3月
がつ

・5月
がつ

・
7月

がつ
・9月

がつ
・11月

がつ
JLCT Japanese Language 

Capability Test
一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

外
がい　こく　じん

国人日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

検
けん

定
てい

機
き

構
こう https://www.jlct.jp/

1月
がつ

・3月
がつ

・5月
がつ

・
7月

がつ
・9月

がつ
・11月

がつ

※上
じょう

級
きゅう

は5月
がつ

と11月
がつ

のみ

TOPJ実
じつ

用
よう

日
に

本
ほん

語
ご

運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん 一

いっ
般
ぱん

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

アジア国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

奨
しょう

学
がく

財
ざい

団
だん https://www.topj-test.org/

2月
がつ

・4月
がつ

・6月
がつ

・
8月

がつ
・10月

がつ
・12月

がつ

STBJ標
ひょう

準
じゅん

ビジネス日本語テスト
一
いっぱん

般社
しゃだん

団法
ほうじん

人
応
おう

用
よう

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

協
きょう

会
かい https://www.ajlea.net/

日
に

本
ほん

語
ご

NAT-TEST 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

専
せん

門
もん

教
きょう

育
いく

出
しゅっ

版
ぱん

http://www.nat-test.com/



学
がっ

校
こう

選
えら

びのポイント（大
だいがく

学・短
たんきだいがく

期大学・専
せんもんがっこう

門学校）10

学
まな

びたい分
ぶん

野
や

を
考
かんが

えよう。

あなたが興
きょう

味
み

を持
も
っていること、学

まな
びたいことは何

なん
ですか？その分

ぶん
野
や

を学
まな

べる学
がっこう

校の
情
じょうほう

報を探
さが

し、さまざまな点
てん

から判
はんだん

断し、最
さいしゅうてき

終的に行
い

きたい学
がっこう

校を絞
しぼ

りましょう。「友
ともだち

達が
行
い
くから私

わたし
も行

い
きます」や「学

がく
費
ひ

が安
やす

いから行
い

きたいです」はダメです！

自
じ

分
ぶん

の学
がくりょく

力や能
のうりょく

力に
合
あ
っていますか？

あなたが興
きょう

味
み

をもった学
がっこう

校は、自
じ

分
ぶん

の学
がくりょく

力に合
あ
っていますか？学

がっこう
校によって入

にゅうがく
学基

き
準
じゅん

や合
ごうかく

格レベルはさまざまですが、自
じ

分
ぶん

の学
がくりょく

力や能
のうりょく

力を正
ただ

しく理
り

解
かい

しましょう。希
き

望
ぼう

校
こう

は
ひとつだけではなく、複

ふく
数
すう

選
えら

ぶようにしましょう。

学
がく

費
ひ
・その他

た

費
ひ

用
よう

はいくら？

学
がく

費
ひ

の他
ほか

に、施
し

設
せつ

利
り

用
よう

料
りょう

や実
じっ

習
しゅう

費
ひ

等
とう

が別
べつ

にかかることがあります。いつまでに、いく
ら支

し
払
はら

うのかもしっかり確
かくにん

認しましょう。学
がく

費
ひ

を一
いち

度
ど

に支
し

払
はら

わず、何
なんかい

回かに分
わ

けて支
し

払
はら

う
「分

ぶんのう
納」や「分

ぶんかつ
割」ができる学

がっこう
校もありますよ。

学
まな

びの 環
かんきょう

境
学
がっこう

校へのアクセスや周
まわ

りの環
かんきょう

境、学
がくない

内の設
せつ

備
び

が充
じゅうじつ

実しているかどうかなどは必
かなら

ず事
じ

前
ぜん

に調
しら

べましょう。オープンキャンパスなどを利
り

用
よう

して実
じっさい

際に学
がっこう

校に行
い

くこともおすすめ
です。

留
りゅう

学
がく

生
せい

への
サポート

困
こま

ったときに相
そうだん

談できる先
せんぱい

輩や支
し

援
えん

スタッフはいますか？学
がく

費
ひ

減
げんめん

免制
せい

度
ど
・奨
しょう

学
がく

金
きん

制
せい

度
ど

などはありますか？留
りゅうがくせい

学生へのサポートは学
がっこう

校によってさまざまですので、サポートが
あるかどうかはもちろん、サポート内

ないよう
容も必

かなら
ずチェックするようにしましょう。

将
しょう

来
らい

の 就
しゅう

職
しょく

 ・ 留
りゅう

学
がく

生
せい

の
卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

の進
しん

路
ろ

は？
学
まな

んだことを生
い

かして、どんな仕
し

事
ごと

に就
つ

きたいですか？その仕
し

事
ごと

に就
つ

くために、どんな
勉
べんきょう

強ができるのかもきちんと調
しら

べましょう。

留
りゅう

学
がく

生
せい

を受
う

け入
い

れる日
に

本
ほん

の大
だい

学
がく

・短
たん

期
き

大
だい

学
がく

・専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

が増
ふ

えているため、進
しん

学
がく

先
さき

の選
せん

択
たく

肢
し

が広
ひろ

がり、 
希
き

望
ぼう

する学
がっ

校
こう

へ 入
にゅう

学
がく

できる可
か

能
のう

性
せい

が高
たか

まっています。学
がっこう

校を選
えら

ぶときには、以
い

下
か

のポイントを参
さんこう

考にし、
入
にゅう

学
がく

後
ご

に後
こう

悔
かい

しないようにしっかりと調
しら

べましょう。



出
しゅつがんしょるい

願書類の基
きほ ん

本となるのは、下
か き

記の書
しょるい

類です。学
がっこう

校によって異
こと

なりますので、必
かなら

ず各
かくこう

校の募
ぼしゅうようこう

集要項を
確
かくにん

認しましょう。

書
しょるいめい

類名 備
び こ う

考

① 入
にゅうがくがんしょ

学願書 募
ぼしゅうようこう

集要項についている学
がっこう

校が大
たいはん

半です。

② 受
じゅけんひょう

験票 募
ぼしゅうようこう

集要項についている学
がっこう

校が大
たいはん

半です。

③
日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

の出
しゅっ

席
せき

証
しょう

明
めい

書
しょ

、
成
せいせきしょうめいしょ

績証明書、卒
そつ

業
ぎょう

見
み

込
こ

み証
しょうめいしょ

明書など
在
ざいせき

籍する日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

で手
て

に入
い

れます。

④ 最
さいしゅうがくれき

終学歴の卒
そつぎょうしょうめいしょ

業証明書
母
ぼ こ く

国での最
さいしゅうがくれき

終学歴の証
しょうめいしょ

明書を取
と

り寄
よ

せます。英
えいぶん

文以
い が い

外の文
ぶんしょ

書は
日
に ほ ん ご や く

本語訳が必
ひつよう

要になる場
ば あ い

合があります。必
かなら

ず確
かくにん

認をしましょう。

⑤
預
よきんつうちょう

金通帳のコピーまたは
銀
ぎんこうざんだかしょうめいしょ

行残高証明書や経
け い ひ

費支
し べ ん し ょ

弁書
学
がっこう

校によっては指
し て い

定の経
け い ひ し べ ん し ょ る い

費支弁書類がありますので必
かなら

ず確
かくにん

認し
ましょう。

⑥ 在
ざいりゅう

留カードのコピー 有
ゆうこ う き げ ん

効期限を確
かくにん

認しましょう。

⑦ パスポートのコピー 有
ゆうこ う き げ ん

効期限を確
かくにん

認しましょう。

⑧ 国
こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

証
しょう

のコピー

⑨ 選
せんこうりょう

考料 学
がっこう

校によって異
こと

なりますが、15,000円
えん

～35,000円
えん

です。

⑩ 顔
かおしゃしん

写真
縦
たて

4cm×横
よこ

3cmが基
き ほ ん

本です。学
がっこう

校によって異
こと

なりますが、3か月
げつ

～6か月
げつ

以
い な い

内に撮
さつえい

影したものを使
し よ う

用します。複
ふくすうまいひつよう

数枚必要な場
ば あ い

合が
ありますので確

かくにん

認しましょう。

上
じょうき

記の他
ほか

、『健
けんこうしんだんしょ

康診断書』、『日
にほんごのうりょく

本語能力を証
しょうめい

明する書
しょるい

類』、『志
しぼうりゆうしょ

望理由書』や『作
さくぶん

文』などが必
ひつよう

要になる学
がっこう

校もあります。
志
しぼうりゆうしょ

望理由書は「なぜその学
がっこう

校を選
えら

んだのか」「どのような学
がっこうせいかつ

校生活を送
おく

りたいか」「将
しょうらい

来の目
もくひょう

標」などをしっかりと自
じぶん

分
の言

ことば

葉で表
ひょうげん

現しましょう。作
さくせい

成や取
と

り寄
よ

せに時
じかん

間がかかる書
しょるい

類も多
おお

くありますので、計
けいかくてき

画的に準
じゅんび

備をしましょう。

学
がっこう

校から選
えら

ばれる人
ひと

の5つのポイント11
1日

に
本
ほん

語
ご

でのコミュニケーション
がとれる

面
めんせつ

接で、日
に

本
ほん

語
ご

のコミュニケーションがうまくとれず、不
ふ

合
ごうかく

格のケース
があります。普

ふ
段
だん

から学
がっこう

校の先
せん

生
せい

以
い

外
がい

の日
に

本
ほん

人
じん

とも会
かい

話
わ
しましょう。

2日
に

本
ほん

語
ご

の読
よ

み書
か

きができる 特
とく

に、漢
かん

字
じ

の読
よ

み書
か

きができるようにしましょう。

3日
に

本
ほん

留
りゅう

学
がく

試
し

験
けん
（EJU）と日

に
本
ほん

語
ご

 
能
のう

力
りょく

試
し

験
けん
（JLPT）を受

じゅけん
験している

多
おお

くの学
がっこう

校がEJUとJLPTの受
じゅけん

験を求
もと

めています。EJUは300点
てん

以
い

上
じょう

、
JLPTはN2以

い
上
じょう

 が応
おう

募
ぼ

の条
じょうけん

件となる場
ば

合
あい

もあります。

4将
しょうらい

来の目
もくひょう

標、進
しんがく

学の目
もくてき

的を明
めい

確
かく

にしている 面
めんせつ

接では、進
しんがく

学の目
もく

的
てき

意
い

識
しき

ややる気
き

も 重
じゅう

視
し

されます。

5入
にゅうがく

学までに必
ひつよう

要なお金
かね

を 
きちんと準

じゅんび
備できる 受

じゅけん
験から入

にゅうがく
学まで100万

まん
円
えん

前
ぜん

後
ご

掛
か

かる学
がっこう

校もあります。

KEY POINT …………………………………………………………………………………
●規

き そ く た だ
則正しい毎

まいにち
日の習

しゅうかん
慣をベースに充

じゅうじつ
実した学

がっこうせいかつ
校生活をおくる

●将
しょうらい

来の職
しょくぎょう

業や目
もくひょうしかく

標資格など、進
しんがく

学の目
もくてき

的をはっきりさせる
●夢

ゆめじつげん
実現のため、地

じ み ち
道にコツコツと努

どりょく
力する

出
しゅつがんしょるい

願書類について12

進
し ん が く さ き

学先の学
が っ こ う

校が求
も と

めている能
のうりょく

力です。しっかり意
い

識
し き

をして、学
が っ こ う せ い か つ

校生活を送
お く

りましょう。



願
がんしょ

書の書
か

き方
かた

サンプル13

AAAAA 5555 55XX

55XX

55XX

20XX

20XX

20XX 20XX4 3 2 0

中華人民共和国

3 31

XX
20XX

XX
X X X

20XX 12 30

4 2

東京都渋

XX
19XX

写
しゃしん

真の裏
うら

には

①日
ひづけ

付　②日
にほん

本語
ごがっこうめい

学校名　③名
なま え

前

を書
か

きましょう。

合
ごうかくつうち
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关于申请材料
各学校申请材料有所不同，下表中文件为一般要求情况下必要的材料。请认真核对招生简章的具体要求进
行准备。

書類名 備考

① 入学申请书 大多数学校的招生简章中有附。

② 准考证 大多数学校的招生简章中有附。

③ 语言学校的出席证明、成绩证明、即将毕业证明等 所在语言学校提供。

④ 最终学历的毕业证明 开具并获得在本国取得的最终学历证明。请确认是否有需
将英文之外的文件翻译成日文的要求。

⑤ 存折的复印件或银行账户余额证明或经费支付书 请确认各学校是否有指定格式。

⑥ 在留卡的复印件 请确认有效期限。

⑦ 护照的复印件 请确认有效期限。

⑧ 国民健康保险证的复印件

⑨ 报名费 各学校收费标准不同，15,000日元至35,000日元不等。

⑩ 照片 基本尺寸为长4cm×宽3cm。一般要求3至6个月之内所拍照
片。请确认是否要求提供多枚照片。

除上述材料之外，也有学校要求提交＜体检报告＞、＜日语能力证明材料＞、＜报考理由书＞和＜作文＞等。在报考理由书中，将“选择这所学校的理由”、

“在学校的期间将如何度过”、“将来的目标”等内容用自己的话来明确的表现出来。

因开具文件花费时间的情况较多，请尽早制定计划着手准备。

About application items
The following items are basically necessary to apply each school. Please make sure to check 
each school application guide as the necessary items may differ.

documents note

① A completed application form Almost all the schools, application guide are attached with 
application form for applicants. 

② Examination admission ticket Almost all schools, application guide are attached with exam-
ination admission ticket. 

③ Certificate of attendance, transcript and expected graduation 
certificate, etc by Japanese language school. obtain by the enrolled school

④ Final diploma 
You will order your final diploma from your home country. 
Make sure Japanese translation may be necessary to all doc-
uments which are in a non-English language. 

⑤ A copy of the bank books, bank statement or certificate of 
financial support. 

Make sure some schools have their own documents to fill out 
that you have enough fund to meet all expenses.  

⑥ A copy of the student’s residence card, "zairyu card" Make sure to check the expiration date. 

⑦ A copy of the student’s passport photo page. Make sure to check the expiration date.

⑧ A copy of the student’s National Health Insurance book

⑨ Application fee Around 15,000 to 35,000 yen, fees may vary on each school.

⑩ Facial photograph
Photograph size normally 4cm in height and 3cm in width  
taken within 3 to 6 months and the require number of photos 
varies depending on each school. 

You may be required to submit the following documentation in addition to the items listed above:
•Medical certificate
•Japanese proficiency test score report
•Reason for applying in your own words including future goals, what kind of school life you would like to spend, etc.
•Essay 
Please make sure to start collecting necessary items and documentation to apply each school before application deadline well in advance. 



■大学院の課程の種類
教育目的 入学の条件

修士課程・博士課程
（前期）

修士課程は通常修業年限が２年間
で、高度な専門的研究を行うため
の基礎を作る課程となります。教
授による授業も行われ、２年間で
３０単位を修得しなければなりませ
ん。博士課程（前期）は修士課程と
ほぼ同じ意味です。

（１）日本の大学を卒業した者
（２）大学評価・学位授与機構により学士の学

位を授与された者
（３）外国において学校教育における�１６年の

課程（または日本において外国の大学
の課程を有する施設の１６年の課程）を
修了した者

（４）日本において指定された専修学校の専
門課程を修了した者　など

博士課程（後期）

修士課程の上に設けられた上級課
程で、大学や研究科によってはこ
の課程を設けていないところもあ
ります。修士課程とは違って自分自
身での研究が中心となり、一人前
の研究者と認められるか否かを見
極める課程です。

（１）日本の修士や学位や専門職学位を有す
る者

（２）外国において修士の学位や専門職学位
に相当する学位（または日本における
外国の大学院の課程で得られたそれら
に相当する学位）を授与された者

（３）大学を卒業し、大学、研究所などで２年
以上研究に従事したもので修士の学位
を有する者と同等と認められた者　な
ど

博士課程（医学・歯学・
薬学・獣医学）

日本の大学の医学、歯学、獣医学、
薬学系の学部は6年制です。そし
て、それらの分野の大学院は４年制
の博士課程の形を取ります。専攻
によっては関連分野以外からの進
学が可能なものもあります。

（１）日本の大学の医学、歯学、薬学または獣
医学の学部課程（６年）を修了した者

（２）日本の修士の学位や専門職学位を有す
る者

（３）外国において学校教育における�１８年の
課程（または日本において、外国の大学
の課程を有する１８年の課程）を修了し
た者　など

■大学院　各課程ごとの在学年数の比較

■さまざまな大学院の形態
●大学院大学とは
学部がなく、大学院のみが独立して設置されている大学のことです。既存の学問の枠にとらわれない
研究を進めていることも多いです。学部を持たないため、出身大学にとらわれず、全ての受験生に開
かれており、他分野に進みたい学生にとっても狙い目の大学院です。

●連合大学院・共同大学院とは
２つ以上の大学の連携により教育研究を行うのが連合大学院です。また、共同教育課程を編成するの
が共同大学院となります。連合大学院では基幹となる一方の大学院に所属し、そこでの学位を取得し
ます。一方、共同大学院では連合する大学全てに所属し、学位を得られるという違いがあります。

●専門職大学院とは
「高度で専門的な職業能力を持った実務家の養成」を目的とした大学院で、特に社会・経済の各分野
でリーダーとなって活躍できる職業人の養成を目指す教育課程です。日本では2003年からスタート
しました。
＜専門職学位課程の例＞
●ビジネス・MOT　●会計　●公共政策　●公衆衛生　●知的財産　●臨床心理　●法科大学院
●教職大学院　●その他〔IT/ファッション/ビューティ/ビジネス/環境・造園 /福祉 /映画など〕

日本の大学院について14
大学院は専門分野ごとに「研究科」が設けられ、研究対象によって「専攻」に分かれます。大学の学部が大
学院の研究科に相当し、学科が専攻にあたります。
一般的に大学院は「修士課程」とそれより上級の「博士課程」の２コースに分けられます。研究ではなく、
特定の職業の能力の育成を目的とした大学院である専門職大学院では、「専門職学位課程」が設けら
れ、修了すると「専門職学位」の資格が与えられます。
大学院では研究が学びの中心となり、大学の学部で修得した内容をさらに究めるための組織です。大学
院を修了後、文系の場合は研究者、理工系では企業の研究職や技術職として就職するというケースも多
く見られました。ただし、現在では専攻にかかわらず、一般企業へ就職するというケースが多く見られま
す。

1年 2年 3年 4年 5年 6年

修士課程 取得単位：30単位以上
取得学位：修士

取得単位：30単位以上（法科大学院・教職大学院では例外あり）
取得学位：修士（専門職）（法科大学院においては法務博士（専門職））

取得単位：30単位以上
　　　　（修士課程における取得単位を含む）
取得学位：博士

博士課程（後期）　 ほとんどの医歯薬系
は4年間の課程です。

法科大学院は３年間
の課程もあります。

５年一貫制博士課程　大学によっては修士課程と博士課程を連続した課程として設置しているところもあります。　

専門職学位課程



研究科の学科系統の種類15
●人文科学
日本文学・英文学、日本文化・英米文化、哲学、歴史学、宗教学・地理学・人間科学などの分野があります。

●社会科学
経済学、商学、流通科学、経営マネジメント、社会学など、企業経営の問題や社会現象の仕組みを解明し
ます。

●法学・政治学
法学、政治学が代表分野ですが、公共政策、地域政策などの分野も近年日本では活発となっています。

●国際関係
国際文化、国際コミュニケーション、国際協力などの分野があります。

●語学
言語学、英語教育学など研究分野が代表的です。

●自然科学
数学、生物学などの理学や、機械、電気・電子など非常に多岐にわたる工学分野のほか、農学や建築、環
境デザインの分野も含まれます。

●生活科学
食物学、栄養学、スポーツ科学など、人間生活に関わる研究で、実践的な側面も強いです。

●医学・歯学・薬学
内科、外科など様々な分野にわたる医学、口腔機能学、薬学、またリハビリなどの医療技術系の分野もあ
ります。

■留学生が多い大学院の系統分野は？
大学院の専攻別在籍者の割合（日本人と留学生の比較）

日本人の大学院生（198,052人）

1. 工学 32.2%

2. 保健 19.3%

3. 社会科学 11.0%

4. 理学 8.0%

5. 教育 5.4%

6. 人文科学 4.8%

7. 農学 4.5%

8. 芸術 1.6%

9. 家政 0.4%

その他 12.8%

留学生の大学院生（53,508人）

1. 工学 28.0%

2. 社会科学 18.4%

3. 人文科学 9.4%

4. 保健 7.5%

5. 農学 4.9%

6. 理学 5.1%

7. 芸術 3.7%

8. 教育 2.8%

9. 家政 0.2%

その他 20.0%

（文部科学省「令和4年度学校基本調査」より）



大学院選びのポイント16
■研究室選び
大学でいろいろな教授から指導や講義を受けるのと異なり、大学院ではある特定の指導教授のもとで
自分の研究を進めていきます。つまり、大学院選びはどの研究室で誰から指導を受けるかを決定する行
為です。大学院の研究室の情報はパンフレットやホームページに書いてあります。また、大学の中には大
学院の進学説明会を行っているところもあります。

■施設・設備
研究の際に必要となるのは文献をはじめとした参考資料です。自分の専攻の専門書・資料が十分にそ
ろっているかも大学院選びの一つの参考となります。
また、工学系の研究科・専攻の場合、学内の実験設備や研究所・施設が十分かどうかも自分の研究の範
囲を左右するので必ず確認しましょう。

■情報サイトから指導教員を探す
大学ごとのウェブサイトの他に、研究者の情報を載せているサイトもあります。全ての研究者を網羅し
ているわけではありませんが、キーワード検索もできるので活用してみるとよいでしょう。

　●researchmap	 ▶全国のあらゆる分野の研究者を紹介	 URL https://researchmap.jp/
　●J-GLOBAL	 ▶科学技術分野に関する研究者を紹介	 URL https://jglobal.jst.go.jp/

■論文から研究者を探す
論文検索サイトから情報を集めることができます。

　●Google Scholar	▶Googleアカウントと連携し、論文を保存できる	 https://scholar.google.com/
　●CiNii Articles	 ▶日本の学術論文を中心とした検索エンジン	 https://ci.nii.ac.jp/

教員との連絡・研究室訪問

志望する大学院の研究室が自分の専攻に合っているのか、また、指導
教授との相性はどうかなどを知るために研究室を実際に訪ねて直接教
授と話をしましょう。また、研究科・研究室によっては留学生を受け入れ
ていない場合もあります。そのため、メールをはじめとするやり取りで
事前に受験の許可の有無を確認する必要があります。但し、研究室に
よっては事前のコンタクトを受け入れていないところもあります。また
同じ大学院でも研究室によって対応が異なりますので、必ず事前に各
大学院のホームページや募集要項等で確認してください。



大学院の受験・入試について17
大学院の入試は研究科や専攻ごとに行われ、問題も入試日程も違います。一般的に大学入試の難易度
が、その大学院の試験レベルに関係する場合が多いようです。しかし、実際にはその研究室がどれだけ
の数の大学院生の入学を受け入れているかにも左右されるので、必ずしもそうだとは限りません。入試
の時期は８月〜１０月が多く、２月〜３月にもあります。選考方法は、通常は①書類審査、②学力審査、③面
接（口頭試問）、④小論文のうちいくつかを組み合わせて実施します。また、受験の際に提出すべき書類
も多数ありますので確認しておきましょう。以下がその例となります。

■出願に必要なもの
各大学によって異なりますが、一般的には以下の書類が必要です。
（１）入学願書
（２）履歴書
（３）大学学部卒業（見込み）証明書 （博士課程出願には修士学位取得（見込み）証明書）
（４）最終学校の成績証明書
（５）出身大学の学長または学部長もしくは指導教員の推薦状
（６）出身大学における研究（卒業）論文とその要旨
（７）研究（希望）計画書
（８）健康診断書
（９）写真
（１０）外国人登録原票記載事項証明書（日本国内在住の場合）

■選考方法
　大学院の入試内容は実施する学校によって異なります。また、学校によっては留学生に対して日本人
と別の科目や内容で試験を行う場合があります。このような「外国人特別入試」を行っているかどうかを
必ず事前に確認しましょう。以下は、大学院の試験で課される科目です。このうちのどれが課されるかは
学校によって異なります。
●面接（口頭試問）
　大学院の入試ではほぼ面接が課されます。口頭試問と呼ばれることもありますが、内容に大きな違い
はありません。いずれにしてもチェックされる一番のポイントは、「入学後に何を研究したいのか？」です。
また、質問の多くは事前に提出した論文や研究計画書の内容に基づいて行われます。そのため、自分の
書いた論文に関して詳しく答えられるようにしておく必要があります。
●書類審査（研究計画書以外）
＜論文＞小論文や作文は試験の中で課される場合が多いですが、提出書類として論文を提出する場合
もあります。
＜日本語能力＞出願の際に、右記の日本語能力を確認する書類を求められる場合があります。
＜その他（英語能力）＞学校によってはTOEIC、TOEFLの成績を求められることがあります。

●小論文・筆記試験
＜筆記試験＞外国語と、専攻する分野の専門科目、もしくはそれらのいずれかが出題されます。解答方式
は英語であれば和訳・英訳というように、記述式・論述式の場合が多いです。
＜小論文＞関連分野の課題文が与えられ、それに対する要約と、自分の意見を述べさせるケースが多い
です。「基礎学力」と「論理的思考力」の有無がチェックされます。

日本語能力について

日本語での高レベルな授業や指導を十分に理解できるように、多くの大学院では入学において
日本語能力に関する条件が課されます。日本留学試験や日本語能力試験のスコアを要求すると
ころも多く、日本留学試験であれば、最低でも日本語200点、日本語能力試験であればN1、N2
が目安になります。ただし、基準は学校により異なり、特に数値を定めていない学校もあります。

■研究計画書
＜研究計画書とは＞ほとんどの大学院では研究計画書が課されます。研究計画書は自分が取り組みた
い研究を明らかにするためのもので、合否を左右する最も重要な書類です。研究計画書の構成に必要
なものは、「研究のテーマ」、「研究の目的と意義」、「研究の方法・計画」、「結果予測・仮説」などです。
＜作成のためには＞調べたい分野に関してどの程度先行研究がなされているか、そこにどのような問題
点があるかを調べましょう。それに対し、自分の主張や仮説を立てていくことが必要です。

◎研究計画書の構成（例）
テーマ（修士課程であれば、2年間でまとめられる内容となるように注意）
１．問題の所在、研究の背景
　　　（なぜその問題が重要なのか）
　　　（先行研究にどのような問題・課題があるか）
２．研究方法・計画、研究対象を示す
　　　（文献や情報の収集の仕方・スケジュールなど）
３．研究の結果予測・期待する成果
　　　（研究によって得られる仮説・成果を示す）
４．参考文献

研究生制度とは？

研究生とは学位の取得を目的とせず、研究活動のためだけに大学院に在籍する学生のことを指
します。この制度を設けているかは大学院により異なります。制度がある場合、入学試験には書
類選考だけが課せられるところが多数です。大学院の正しい課程へ進学する際に、直接受験で入
学する大学院以外に、この研究生の課程を経てからの入学を望ましいとするところもあります。
詳細は必ず直接志望校に確認しましょう。

必 勝



大学院の学費について18
進学の際に無視できないのが学費です。ただし、学校独自の奨学金や、留学生が利用できる公的な奨学
金制度もあります。事前によく調べてみましょう。
初年度学費には、入学金、授業料、施設・設備費、実験・実習費などが含まれます。大学院の学費は大学の
学部より安い金額に抑えられています。また、留学生のための学費減免制度を設けている学校も多くあ
ります。

●初年度納入金

専攻
＜博士前期課程（修士課程を含む）＞ ＜博士後期課程（博士課程を含む）＞

入学料  授業料など 入学料 授業料など

私立

人文科学 198,517 577,430 199,669 523,452

社会科学 199,822 719,103 175,239 693,960

教養 210,637 651,000 223,621 591,431

理学 194,854 813,948 196,998 700,366

工学 202,854 894,643 182,389 711,958

農学・獣医学 216,869 718,560 213,232 747,798

保健 230,254 766,140 242,043 702,986

医学 189,476 603,202 168,181 499,027

薬学 195,683 812,252 192,366 675,565

家政 225,740 625,069 217,346 624,346

芸術 213,060 1,011,391 230,000 888,062

国立 282,000 535,800 282,000 535,800

公立 228,493
（地域内） 537,829 228,493

（地域内） 537,829

（出典：文部科学省／令和3年度私立大学大学院入学者に係る初年度学生納付金平均額等）
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	2023_留学ガイド＃1
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